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	東南アジアの水力エネルギーは、迅速な開発に伴う需給に満たすための供給が国境を越え、水源がある山間部や沿っている高知を使って横切るものである。メコン河流域の新たな保留池もダムも、多様的な生態系システムへの影響を与える。
	2月5日の対象保留池（チェンマイ県南部の①Mae Tae water reservoir, Doi Kaeo, Chom Thong郡および②Huai Manao water reservoir located near Don Pao, Mae Wang 郡）は自然森林に囲まれた300メートル以上の高度に位置している。サンプルした①の水源がかなり純粋であって近所の農村共同体の灌漑水を供給することが可能である。ただし、乾季の期間中には水系が干上がった状態に置かれ、川沿いの灌漑水及び養魚は困難になる...
	対象地④と⑤のChiang Mai県Chom Thong郡Ban Khun Klang村は、タイの最高山のドイ・インターノンの斜面沿い（高度1260～1297メートル）山間河川付きミニハイドロ（小規模水力堰や発電所）及び同河川沿い養魚ビジネスがある高地にある。山頂から森林や有機園芸しかない、農業がほぼない、開墾や環境への圧力へ導いていないミニハイドロがあるところを流れている山地河川のサンプルには塩分、汚染または高電気伝導度の示しがなかった。周囲の小規模共同体が要求している100キロワット以内の電...
	１． ドイ・インターノンの一つの例に越えないのであるが、この発電所が前年度で調査した大規模ダム付き発電所より、下流の林地、栽培地、そして養魚には主な悪影響を及ぼしていない例であった。
	２． ドイ・アンカーンの対象地もドイ・インターノンの対象地も戦後から「王室プロジェクト」の対象地として特定されてきて、政府や・政策の下なのではなく王室が続けて最新の農業科学研究や林業科学研究に基づいていて現在に至るまでの最新知見に合うような有機技法を更新されつつある。社会、経済、そして政策の変動によって左右されていなかったこうした事業は現在独立して環境保全及びコミュニティ雇用創出事業として経済的にも成功していると言える。
	３． 諸対象地では数年前から有機栽培と両立する、社会生態システムへの負担をかけるのではなく社会生態系システムとの協力で働くミニハイドロのパイロットプロジェクトが設置された。本研究で観察したものは小規模のコミュニティーへの十分な電力も、灌漑水も、養魚水源も供給できるようになって、現在、タイ北部農村部数か所では同様な事業が始まっているために、同様な環境や地形がある東南アジア隣国へも応用性があると考えられる。

